
ランダムに発生する事象 

 

【例】 

交通事故，大量生産の不良品，破産，火災，遺伝子の突然変異など、リスクや安全性に関連する事象 

 

 

事象の発生確率 

ランダムに事象が発生すると考えると、任意の時間(T)を M 個の区間に分割した際の小区間内に事象が 1

回発生する確率は、次のとおりとなる。 
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λ：単位時間あたりの事象の発生回数 

Δt：小区間の時間間隔 

 

任意の時間(T)の M 個の区間における特定の k 個の小区間だけに、事象が 1 回発生する確率は、次のと

おりとなる。 
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ここで、M→∞とすると、次のようになる。 
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ここで、λ･T は、任意の時間(T)内における事象の平均発生回数であり、この値を mとして整理すると、

次のようになる。 

この確率分布をポアソン分布といい、事象の平均発生回数が m のときに、k 回の発生がある確率を表し

ている。 
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,   （ポアソン分布の確率分布関数） 

 



補足 
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次に事象の発生間隔について検討する。 

時間 0から Tまでの間に事象が発生しない確率は、次のようになる。 
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これは、言い換えると事象の発生間隔が、T よりも大きくなる確率に相当する。したがって、発生間隔

の確率密度関数を fとすると、次式が成り立つ。 
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( ) TeTf ⋅−⋅= λλ   （指数分布の確率密度関数） 

 

これは、事象の発生間隔が指数分布に従うことを意味している。 

 

 

補足 

なお、指数分布の累積分布関数は、次のとおりである。 
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